
 

         

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

○ この度は、㈱スーパーツール のクレーンを お買い上げ頂き有難うございます。 

 

本書は、ジブクレーンをいつまでも快適にご使用頂く為に、正しい組み立てや取

扱い・簡単な保守点検について記載いたしました。 

 

組立前に、必ず、この取扱い説明書をお読み頂き作業の能率アップにお役立て下さ

い。 

 

 

 

＊1. ご使用前に必ずよくお読みになり正しくお使い下さい。 

      警告表示や注意事項を守らないで不適切な取扱をすると事故の原因と

なる事があります。 

＊2. お読みになった後は、取扱説明書を大切に保管して下さい。 
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ポータブルクレーン 

取扱い説明書 
品番 PMC 490 

   PMC 1000 

お願い 
本書は、品質改良のために変更があった場合、内容が一部変更すること

がありますので、ご了承下さい。 
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 ◇！ 危険 ご使用される前に 

 

ジブクレーンを安全・快適にご使用頂く前に、日常の管理と次の注意事項をお守り頂き、

末永くご愛用下さい。 

 

1. ご使用されるホイストは、必ず、ロードリミッター付きのクレーンの容量にあったホイ

ストを取り付けてください。 

 

2. クレーンの容量以上は、絶対に吊り上げないで下さい。 

   

3. 吊り荷を吊る前には、必ず、車輪が４ケ共ロックされているか確認して下さい。又、ビ

ームは、必ず水平になる様に確認して下さい。 

 

4. 吊り上げ時、吊り荷を無闇に揺らしたりしないで下さい。大きく揺らしますと容量以上

の荷重がクレーンに働き、破損につながることがあります。 

 

5. 不安定な場所での使用は、絶対にしないで下さい。 

 

6. 使用範囲内に立ち入る者は、必ずヘルメットを着用して下さい。 

 

7. ビームの下・吊り荷の下には、万が一の事を考えて立ち入らないで下さい。 

 

8. 吊り荷を吊っての移動は、絶対にしないで下さい。 

 

9. 使用しない時は、本体に倒れ止めを付けて下さい。 

 

10. ボルト・ナットによる組み立て箇所は、長年使用しますと緩みが起こる場合があります。 

  使用前に確認してご使用下さい。（マーキングによる目視確認など） 

 

11. 点検基準に基づいて、各部の点検を行って下さい。 

 
12. 絶対に改造は、しないで下さい。（保証・保険の扱いが出来なくなります。） 
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警告表示の意味 

 
◇！ 危険：取扱を誤った場合、危険な状態が起こりえて、死亡又は重傷を受ける可能性が想定

される場合。 

△！ 注意：取扱を誤った場合、危険な状態が起こりえて、中程度の障害や軽傷を受ける可能性

が想定される場合及び、物的障害のみの発生が想定される場合。 

 

なお、△！ 注意 に記載した事項でも状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。

いずれも重要な内容を記載しておりますので、必ず守って下さい。 
 
 
仕様 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PMC 480  つり上げ荷重 490ｋｇ 
ＰＭＣ1000 つり上げ荷重 1000ｋｇ 
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構成部品 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【組立要領 クレーンを使用する場合】 
１）最初に組立用のボルトを外します。 

 ①Ｉ形鋼フランジについてあるピン ４本 

  ②ポールについてあるボルト・ナット 

 

２）Ｉ形鋼（本体）を台の上に乗せ、Ｉ形鋼とポールを合わせピンを入れ、溝付きナット

で締め、ワリピンで固定します。 

 （この時、ポールが直角な方を外側になる様に組み立てて下さい。又、ポールには、

短いカラーと長いカラーが上下についていますので､下図の様に短いカラーが上にく

るポールと長いカラーが上にくるポールと左右に組み立てて下さい。） 
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３）４本共、ポールの組立が終わった後、Ｉ形鋼部を吊上げて下さい。 

 

◇！ 危険：すじかい・及びＦＢを連結するまで、

ポール部は、転倒する危険があります。 

本体が倒れない様、クレーン等で固定する

等し、充分安全に注意をし、作業を進めて

下さい。 

 

 

４）次にすじかいをボルト・ナットで組み立てて下さい。 

 （この時、ポール部についてあるカラーの短い方に付くすじかいを先にいれて下さい。） 

 

 

 

 

 

 

 

５）すじかいが組み終わった後、ＦＢを組み立てて下さい。 

  ＦＢは、ポールフランジの内側になる様に組み立てて下さい。 

 

 

 

 

 

 

本体の組立は、完了しましたが、再度ボルト・ナットが確実に締まっているか確認し、マ

ーキング等を行って下さい。 

 
◇！ 危険：フランジのボルトは、使用中緩むことのない様にして下さい。 

緩んだままでの使用は、重大な事故を招きます。 

 

６）本体組立完了後、自在車輪にブレーキをかけクレーンフックを本体より取り外して下

さい。 
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【組立要領 クレーン等がない場合】 
１）最初に組立用のボルトを外します。 

 ①Ｉ形鋼フランジについてあるピン ４本 

  ②ポールについてあるボルト・ナット 

 

２）Ｉ形鋼（本体）を台の上に乗せ、Ｉ形鋼とポールを合わせピンを入れ、溝付きナット

で締め、ワリピンで固定します。 

 （この時、ポールが直角な方を外側になる様に組み立てて下さい。又、ポールには、

短いカラーと長いカラーが上下についていますので､下図の様に短いカラーが上にく

るポールと長いカラーが上にくるポールと左右に組み立てて下さい。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

３）総てのポールが組み終わった後、ポールの一番下のパイプＡ部をそれぞれレバー式チ

ェーンブロックで連結し、Ａ－Ａ間の距離を短くしていき、ポールをすじかいが入る

高さまで立てて下さい。 

 
 
 

注意）①この時、車輪は４ケ所 ロックは外しておいて下さい。 

 ②ポールを立てる段階においてＩ形鋼が傾きますがそのまま続けて立て

て下さい。 

  次ぎのすじかいを入れる時、修正できます。 

 

  ４）以下 【組立要領 クレーンを使用する場合】４）より 組み立てて下さい。 
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手動チェーンブロクの取り付け 
トロリは、必ず、本体組立完了後、安定した状態で組み立てて下さい。 

トロリは、トロリに同梱してある取扱説明書にしたがってご使用下さい。 

 
 
◇！ 危険 使用上の注意 

１・荷を吊り上げる時は、車輪を４ケ所共、ロックしてからご使用下さい。 

２・荷は、無闇に揺らしたりしないで下さい。 

３・荷を吊り上げての本体の移動はしないで下さい。転倒の危険があります。 

 

 

点検基準 

 

作業前点検 

① ボルト部が緩んでいないか確認して下さい。 

（目視・・・マーキングのズレがないか） 

 

半年点検 

・溶接部に異常がないか 

・曲がりがないか 

・ボルト・ナットは緩んでいないか。又、脱落していないか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記点検結果、異常が見られた時は、速やかに使用をやめ、メーカー点検を行って下さい。 

☆ 手動チェーンブロックについては、別紙、取扱説明書を参照して下さい。 
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